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あらまし：本稿では，3 次元コンピュータグラフィックスに関する専門的な知識や技術を有していない人

員向けの，180 度/360 度カメラと iPad のアプリケーションなどによる 3D データの取得と，取得した 3D
データの他のアプリケーションでの利用による VR（Virtual Reality）やメタバースなどのデジタルツイン

への展開を想定した教材構築手法の確立を目的とした検証の実践について報告する． 
キーワード：Virtual Reality，Metaverse，デジタルツイン，3 次元コンピュータグラフィックス 

 
 
1. はじめに 
看護教育用の 180 度/360 度カメラを使用した教育

動画教材制作の研究(1)を，行政の避難所運営や住民

への災害対応向けの動画教材や，救急医療や災害看

護へも展開ができるかを検討した．現在，この分野

の動画教材や VR 教材は，企業が先行して開発して

いるが，高価であり，自治体の状況に即したもので

はなく，導入に向けたハードルは高い． 
そこで，3 次元コンピュータグラフィックス（以

降，3DCG と記す）に関する専門的な知識や技術を

有していない自治体職員や医療従事者に向けて，自

治体の地形や建物をデジタルツイン化した教材など

の構築手法の確立を目的とした検証の実践を行った． 
 

2. 導入した機材やアプリ 
この実践において使用した機材やアプリや Web

サービスについて表 1 に示す． 
2.1 導入済みの機材とアプリ 

本実践においても，看護教育向けの動画教材制作

の際に導入した機材とアプリの一部を使用する． 

機材は，Apple iPad Pro（以降，iPad と記す）と

Insta360 社の 180 度カメラ Insta360 Go 2 と 360 度カ

メラ Insta360 One X2 である．これらのカメラおよび

iPad の LiDAR カメラで撮影するためのアプリも引

き続き使用する．なお，Unity はインタラクティブコ

ンテンツ制作に関する研究の際に導入していた． 
2.2 新規導入した Web サービス 
この実践において導入したものは，メタバース空

間を提供する Spatial と，Unity で利用可能な 3D デ

ータを制作するための Web サービスである． 
導入済みの 3D スキャンアプリのクラウドからも

複数のファイル形式で 3D データがダウンロードで

きたが，今回は Matterport で撮影した建物の 3D デ

ータを作成するため Matterport 撮影データエクスポ

ートサービス「MatterPak バンドル」も導入した． 
また，3D スキャンアプリの Luma AI が提供して

いる「Luma AI GENIE」という Web サービスを使用

した．このサービスは，英語で入力したプロンプト

に従い生成された 3D モデルを，複数のファイル形

式でダウンロードできる． 
Spatial は，メタバース空間を提供する Web サービ

スで，設定した仮想空間内にアプリや 3D データを

アップロードし配置することができる． 
今回実践した iPadをベースとした構築方法の概要

を図 1 に示す． 
 

3. 3D モデルの利用 
3D スキャナアプリや Web サービスからダウンロ

表 1 活用した機材やアプリ 

 

名称機能種別
導入
時期

Apple iPad Proタブレット端末

機材

導入
済み

Insta360 Go 2180度カメラ

Insta360 One X2360度カメラ

Insta360カメラ制御用

アプリケーション
Scaniverse/3D Scanner App3Dスキャナ（含むクラウドサービス）

Matterport空間撮影用（含むクラウドサービス）

Unity3Dコンテンツ開発総合環境

Luma AI GENIE3D3Dモデル生成用AI
Webサービス

新規
導入

MatterPakバンドルMatterport撮影データエクスポートサービス

Spatialメタバース空間
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ードする際に，GLB/OBJ/FBX のいずれかのファイル

形式を選択することで，Unity や Spatial で使用でき

ることが多い． 
ただ MatterPak バンドルからは OBJ 形式でしかダ

ウンロードできず，その OBJ 形式の 3D データを別

のアプリでは読み込めないことや，読み込めてもテ

クスチャ情報が反映されず白い 3D モデルとして表

示されたり，アプリ毎に使用している座標軸の向き

が異なるため横向きに表示されたりする． 
そこで，上記の OBJ 形式の 3D データを一旦 Unity

に読み込み，座標軸を変換後，さらに FBX 形式に変

換して出力した．Unity で座標変換前（右）と座標変

換後（左）の 3D モデルの表示の違いを図 2 に示す．

大きな矢印で，各 3D モデルの上方向を示す． 
座標軸を合わせた 3D モデルを Unity に配置した

ものを図 3に，Spatialに配置したものを図 4に示す．

図 3 の人型はメタバース上のアバターである． 
ここでは座標軸の変換に導入済みの Unity を使用

したが，Blender や Sketchfab でも変換は可能である． 
 

4. 課題 
アプリ等で生成される 3D データをダウンロード

して他のアプリや Web サービス等で利用する際に，

ファイル形式の種類や座標の違いは大きな障害とな

りうる． 
これまでに 3DCG 関連のアプリを使用した経験が

ない人の場合，3D モデルが白いデータや横向きのデ

ータとして表示されただけで，困惑し作業が進まな

くなる恐れがある．しかし，過去に 3DCG のモデリ

ングやアニメーションを制作した経験があれば，そ

れをもとにファイル形式の種類や座標の変換等の対

応ができる． 
今後は，経験者の知識をどう未経験者に伝えるか

が，今回の手法の汎用化に向けた課題である． 
 

5. まとめ 
本研究では，iPad や 180 度/360 度カメラのような

機材や Scaniverse や Matterport のようなアプリの使

用により，3DCG を専門としない人でも，スキャン

や撮影などの操作を行え，3D データを作成すること

ができた．しかし，ファイル形式の種類や座標の違

いは大きな障害となりうる． 
過去に 3DCG のモデリングやアニメーションを制

作した経験者の知識をどう未経験者に伝えるかとい

う点に重点を置いて手法の汎用化の作業を進める必

要がある． 
一方で，アプリ開発側でも多様なファイル形式で

のダウンロードについて実現されることも期待して

いる．特に，3D モデルの向きに関する座標軸の選択

ができれば，よりアプリの利用推進が行いやすい． 
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図 2 iPad をベースとした構築方法の概要 

 

 
図 3 Unity への 3D モデルの設置 

 

 
図 4 Spatial への 3D モデルの設置 

Unity
Y-Up（Y軸が上下方向）

Matterport
Z-Up（Z軸が上下方向）
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